
郷育かわら版

あじさいロード
［地域婦人会だより］
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囲碁・将棋大会
市内の囲碁・将棋同好会の 9月の例会結果です

紙面の都合上、上位者のみの掲載です。　　　　 （敬称略）

福津市実年囲碁会

連 満生　忠雄 ☎43・2420

次回は、12月5日（火）、12月26日
（火）10：00受付締め切りで、市中央
公民館和室で開催します。
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1位 2位
𠮷田　哲雄
今泉　武志
松尾　正久
井本　雅文
広渡　　直
吉田　弘実
上別府辰弘
佐藤　亘弘
肥高　　勲
内田　義徳
森山　英明

尾崎　銀二
魚住　洋二
岩谷　　巌
筧　　芳武
内場　和光
中嶋　　一
桜井　峰治
桜井　二郎
山本　正三
立花　基喜
竹山　　晃次回は、12月10日（日）9:50受付

締めで、市中央公民館和室で開催
します。
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1位 2位
岩谷　　巌
田中　英則
井本　雅文
柴田　繁男
内場　和光
藤井　　修
本畑　通明
堺　　高之　

猪俣　征雄
有山　伸司
𠮷田　幸博
林田　健介
中嶋　　孚
安田　礼一
玉井　國雄
春藤　哲夫

連 井本　雅文 ☎090・9796・1099

福津市囲碁会

次回は、12月9日（土）10：00から
大和町公民館で開催します。
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F

1位 2位
北原　秀誠
宮崎　福雄
安松　辰男
高田　治夫
花田　友行
高尾　寿紀

滝口　純一
村上　良明
徳丸　敬治　
井上　安高
泊岩　和俊
仲上　徹志

連 村上　良明 ☎080・3973・8932

福津市将棋同好会

次回は、12月16日（土）9：30から
福津市文化会館で開催します。

1位 2位

連 永島　和美 ☎52・5610

津屋崎囲碁同好会

A
B
C
D

菅原　勝弘
林田　健介
中嶋　　一
竹山　　晃

魚住　洋二
藤井　　修
佐藤　亘弘
奥川　和孝

　アンビシャス広場とは、子どもたちが放
課後や休日に地域で安心して立ち寄るこ
とのできる「居場所」です。

ふくまアンビシャス広場の活動

みんなおいでよ

●市郷育推進課　☎62・5078

赤
十
字
災
害
時
健
康
生
活
の
支
援
講
習
を
開
催

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
婦
人
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　ふ
く
ま
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
は
、

毎
回
20
人
ほ
ど
の
登
録
し
た
子
ど
も

た
ち
が
集
ま
り
、
火
曜
日
は
小
学
校

体
育
館
、
木
曜
日
は
ふ
く
ま
り
ん
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
鬼
ご
っ
こ
や
コ

マ
回
し
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
虫
採
り

が
人
気
で
す
。
夏
休
み
は
ガ
ラ
ス
ア
ー

ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
好
き
な
絵
柄

に
切
り
抜
い
た
シ
ー
ル
を
ビ
ン
に
貼

り
、
機
械
で
処
理
す
る
と
す
り
ガ
ラ

ス
に
な
り
ま
す
。
シ
ー
ル
を
は
が
す

と
絵
が
現
れ
、「
わ
ぁ
っ
！
」
と
喜
び

の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
ハ
ー
ト
や

リ
ボ
ン
柄
が
人
気
で
、
そ
れ
ぞ
れ
お

気
に
入
り
の
作
品
が
で
き
ま
し
た
。

▲どんな作品になるのかワクワクしています

　市では、奇数月の第３土曜・日曜日を「地域
の日」と定めています。あなたも地域活動に
参加しませんか。

地 域 の 日
●市郷育推進課　☎62・5078

や
つ
等
、
多
く
の
レ
シ
ピ
が
あ
る
そ
う
で
す
。

参
加
者
に
も
「
栄
養
が
豊
富
で
お
い
し
か
っ

た
」
と
大
好
評
で
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
が
高
齢
者
の
心
身
に
及
ぼ
す

影
響
等
の
講
話
の
他
、
ふ
ろ
し
き
を
使
っ
た

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
作
り
、
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
を

使
っ
た
防
寒
ガ
ウ
ン
作
り
、
体
を
温
め
た
り

す
る
ホ
ッ
ト
タ
オ
ル
作
り
等
も
学
び
ま
し
た
。

　
市
地
域
婦
人
会
で
は
、
今
回
の
よ
う
な
体

験
学
習
や
講
習
会
、
勉
強
会
等
を
数
多
く
開

催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
私
た
ち
と
一

緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
　
志
満
☎
４
３
・
１
１
８
９

　
赤
十
字
奉
仕
団
で
も
あ
る
市
地
域
婦
人
会

は
10
月
10
日
、「
赤
十
字
災
害
時
健
康
生
活

の
支
援
講
習
」
を
ふ
く
と
ぴ
あ
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
婦
人
会
員
の
他
、
広
報
で
募
集

し
た
一
般
参
加
者
な
ど
30
人
を
超
え
る
人
た

ち
が
参
加
。
食
器
を
使
わ
ず
１
食
ず
つ
作
っ

て
食
べ
ら
れ
る
「
包
装
食
袋
」
を
使
っ
た
非

常
食
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
実
際
に
は
、

乾
燥
ひ
じ
き
御
飯
、
さ
ば
缶
と
野
菜
の
み
そ

煮
を
作
り
ま
し
た
が
、
衛
生
的
で
水
の
節
約

に
も
な
り
、
と
て
も
手
軽
で
簡
単
で
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
離
乳
食
や
高
齢
者
向
け
の
お

し
ま
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昭
和
町
支
部
　
石
橋
利
枝

　市
内
の
愛
好
会
の
か
た
の
作
品
で
す
。一
般
投
稿
の
締
め
切
り
は
、前
月

15
日
で
す
。

受
付
　市
中
央
公
民
館
　☎
4
3・2
1
0
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X
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【
太
郎
丸
俳
句
会
】

　
つ
く
つ
く
し
夢
と
真
の
半
ば
な
り

　
幾
度
と
眺
む
る
師
の
句
秋
深
む

　
画
用
紙
を
は
み
出
す
羊
天
高
し

　
身
に
し
む
や
軍
艦
漁
礁
幾
星
霜

　
悔
や
む
こ
と
ま
だ
ま
だ
多
し
草
の
花

　
一
望
の
弥
生
の
里
の
稲
穂
か
な

　
メ
ル
ヘ
ン
の
野
に
充
ち
み
ち
て
秋
清
め
り

　
暗
闇
を
縦
に
割
り
け
り
稲
光

　
秋
耕
や
い
ま
在
る
こ
と
を
慈
し
む

　
蜩
の
輪
唱
の
な
か
峠
超
え

　
こ
の
蒼
天
い
づ
く
へ
つ
づ
く
曼
殊
沙
華

　
友
迎
う
玄
関
先
の
博
多
百
合

　
秋
空
に
家
建
つ
音
の
響
き
け
り

　
台
風
の
目
の
中
に
ゐ
て
米
を
研
ぐ

　
人
柄
の
背
中
に
見
え
し
松
手
入

　
鹿
も
出
る
中
途
半
端
な
郷
と
な
り

【
海
】

　
名
月
や
婚
五
十
年
肩
並
べ

　
露
天
風
呂
も
み
じ
の
水
面
に
風
走
る

　
彼
岸
花
皆
の
視
線
の
先
に
あ
り

　
秋
風
に
鳩
追
う
子
等
の
声
高
し

【
津
屋
崎
句
会
】

　
玄
海
に
飛
ぶ
白
波
や
神
無
月

　
秋
の
夜
へ
涼
風
わ
ず
か
動
き
け
り

　
今
日
だ
け
は
弱
者
と
な
り
ぬ
敬
老
日

【
一
般
投
稿
】

　
そ
ん
な
日
の
名
残
り
は
尽
き
ぬ
良
夜
か
な

　
魚
沈
む
池
に
音
な
く
萩
の
露

　
の
ぼ
り
降
り
自
信
あ
る
け
ど
手
す
り
持
つ

　
こ
お
ろ
ぎ
の
な
く
こ
え
す
ず
し
草
の
な
か

　
天
高
し
秋
深
ま
り
て
赤
ト
ン
ボ

　
悲
喜
こ
も
ご
も
月
は
泣
い
た
り
笑
っ
た
り

　
名
月
に
ふ
る
さ
と
偲
ぶ
白
団
子

　
秋
の
暮
風
や
は
ら
か
く
波
し
ず
か

　
古
墳
群
鳥
居
の
傍
や
寒
雀

　
木
漏
れ
日
に
花
穂
揺
ら
す
や
水
引
草

　
ほ
ろ
酔
ひ
の
祇
園
山
笠
の
舁
き
手
な
る

　
若
衆
の
言
ふ
波
折
神
社

　
幼
児
の
吾
に
く
れ
た
る
ハ
イ
タ
ッ
チ

　
ふ
つ
く
ら
温
も
り
優
し
く
強
く

　
健
歴
若
戸
大
橋「
東
名
髙
」

　
海
洋
博（
沖
縄
）や
本
四
橋
等

　
晩
秋
の
川
に
入
り
て
カ
ニ
を
採
り

　
ふ
る
ま
い
く
れ
し
友
旅
立
ち
ぬ

　
も
ら
い
し
種
の
六
年
目

　
思
い
出
増
す
や
尽
き
ぬ
コ
ス
モ
ス

眞
子
　
敬
明

畑
迫
み
さ
を

小
西
　
和
子

塩
毛
　
信
子

納
冨
　
早
苗

千
々
和
洋
子

山
田
　
　
章

竜
口
　
雅
博

高
見
　
英
夫

田
中
千
代
子

高
見
　
元
子

福
島
　
玲
子

坂
上
　
俊
恵

目
代
タ
カ
子

堤
　
ル
ミ
子

三
上
　
貞
子

岡
部
ヤ
エ
子

前
田
フ
ヂ
エ

田
中
　
照
子

原
田
　
令
子

松
尾
　
忠
義

鈴
木
　
敦
子

室
元
松
希
興

佐
々
木
冴
子

潮

の

翁

都
合
　
ス
ミ

宮
本
　
　
瞳

徳
永
タ
ミ
子

中
原
　
恵
子

佐
藤
　
碧
晶

古
賀
新
太
郎

川
本
　
幸
重

藤
井
　
和
子

　佐
々
木
和
彦

　方
木
　
修
一

　阿
部
　
英
子

　坂
口
　
怜
子

　本
間
　
碧
水

（
敬

称

略
）

地域を知って、それを地域に広めよう

▲末広区に塩竃神社があります

　江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け

て
、
津
屋
崎
地
区
に
は
筑
前
国
の
９

割
の
生
産
量
を
占
め
る
ほ
ど
の
大
規

模
な
塩
田
が
あ
り
ま
し
た
。

　郷
育
カ
レ
ッ
ジ
の
歴
史
講
座
で
は
、

藍
の
家
保
存
会
の
渋
田
和
美
さ
ん
が
、

塩
田
の
概
要
を
説
明
し
た
あ
と
、
ゆ

か
り
の
地
を
案
内
。
梅
津
区
の
新
規

仕
居
や
塩
浜
区
と
末
広
区
の
塩
田
エ

リ
ア
の
散
策
、
功
労
者
の
紹
介
を
受

け
、
最
後
に
レ
ン
ガ
造
り
の
文
書
庫

跡
を
見
学
し
ま
し
た
。

投
稿
す
る
場
合
、氏
名
と
作
品
の
常
用
漢
字
以
外
等
に
は
、

必
ず
振
り
仮
名
を
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
。

か 

す
い

な
み

しおがま

し
ん
き

し
お
り




